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放射冷却素材「Radi-Cool」販売拡大 
~羽田空港での実証実験後、さまざまな業界へ展開~ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日本空港ビルデング株式会社は、“人にも環境にもやさしい先進的空港”を目指し、カーボンニュートラル
に貢献する活動を推進しています。その取り組みの一つとして、2020 年から放射冷却素材の開発事業を
担うラディクールジャパン株式会社と提携し、羽田空港内で夏季の暑さ対策が課題となっているパッセ
ンジャーボーディングブリッジ（PBB）や、ターミナルビルと駐車場を繋ぐ連絡橋に放射冷却フィルム
「Radi-Cool（ラディクール）」※1を施工し、施設・設備の冷房効率を高めて羽田空港をご利用になるお
客さまおよび従業員に快適な環境を提供してきました。効果として Radi-Cool の施工箇所は、いずれも
施工前と比べて 4℃～5℃の温度低減が確認されており、施設を利用されるお客さまの快適性向上ならび
に空調負荷の省エネ対策に寄与しています。 
 
この度、日産自動車株式会社が羽田空港において 2023 年 11 月から実施している、燃費や電費の向上に
貢献する自動車用自己放射冷却塗装の実証実験を公開しました。当社は、この実証実験にラディクール
ジャパン株式会社の販売代理店として協力しております。 
さらに、空港だけでなく、ホテル、病院、学校、飲食店舗、鉄道会社や通信会社のキュービクル（高圧
受変電設備）等、全国各地の施設に Radi-Cool の施工を実施しており、今後もさまざまな業界への展開
を進めてまいります。 
※1「Radi-Cool」は太陽光を反射し、自然現象の放射冷却を用いて室内の熱も放射することで、エネルギーを使わず室温を下げ
られる地球環境にやさしい製品です。 
 

 
 
 
 
 

2024 年 8 月 6 日 
日本空港ビルデング株式会社 

 

■放射冷却の原理 

 
➀ 直射日光を反射する。 
➁ 放射冷却により室内の熱を放射。（世界初の技術） 

地球上のあらゆる物体は電磁波を放射しており、 
それによって物体の温度は下がる。この現象を  
放射冷却と呼ぶ。 

この放射冷却力を高める設計と既存の日射を反射 
する技術を併せることによって、物体の表面の熱を
残さず、フィルムの裏側の熱も含めて放射が可能な
（放射冷却）、高い温度上昇抑制効果がある製品と
なる。 



 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ：  
日本空港ビルデング株式会社 営業推進室 TEL：03-5757-8081 9:00‒17:30（土日祝除く） 
メールアドレス：eigyou-suishin@jat-co.com 
 

■国内空港導入実績（一部抜粋） 

 

■「Radi-Cool（ラディクール）」の販売について 

Radi-Cool 販売事業｜日本空港ビルデング株式会社 (haneda-airport-business.com) 
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